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尿路 結 石様 症候 群(Urolithiaticsyndrom)




側腹部痛(癌 痛発作)を主訴 とすれば,常識 的に尿路結石が疑われて尿の検査が施行さ
れる.こ こで,血 尿が(た とえ顕微鏡的血尿であつても)証明されれば結石の疑いは更に
濃厚になろう.然 し次に,結 石の存在を追究しなけれぽならな くなる.
ところが,こ の事には案外困難が伴うことが多い.X線 の腹部単純撮影に際 して腸内ガ
スの存在が結石陰影発見に大 きな障碍となる.
私の経験では疹痛を伴つている結石患者の場合には特に腸内ガス発生が多い様に思 う.
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泌尿器科領域に於ける腹痛 も検討 してみると,丈献上からは種汝な,極端に言えば殆ん
ど総ての尿路疾患に発症すると言つても過言ではない位であるし,又,一 方癌痛 と似て非


































れ る腎癌痛 として,患側尿管 口の発赤,腫 脹のみを認める数例の経験か ら尿管の非特異的
炎症が原因と推論している.
要するに,本 問題は今 日なお未整理の状態で今後の研究に侯つところが多い
更に叉,原 因不明の癌痛の場合に,所謂疹痛性腎或いは腎周囲炎のあることも報告 され
てをり,金子,小嶋は腎周囲炎の場合の上部尿路疹痛を論じている.この際の疹痛が実際
に被膜の肥厚硬化緊張等による被膜内知覚神経の刺戟に基 くとの説の根拠は明瞭 とも思え
ないGubergritz等は上部尿路疹痛の主体は腎孟尿管の拡張にあることを実験 し,被膜
が終痛発現に関与するとしても二次的であるという.本症は尿管カテテ リスムスを契機と
して治癒傾向が知 られている.即ち,診 断不明のまま治癒して了う尿路結石様症候群の存
在が尿石路結石患者の増加 した現在の臨床診断を混乱させている.
